
• 経頭蓋磁気刺激（TMS）
• 神経画像
• 精神疾患とオメガ3脂肪酸
• リワーク（復職支援プログラム）

当教室の主な研究テーマ

2連発経頭蓋磁気刺激（ppTMS）

• 皮質内抑制（GABA機能と関連）
が発症早期統合失調症で減弱。

• 皮質内抑制の減弱と作業記憶障害
が関連。

短潜時求心性抑制（SAI）

• 短潜時求心性抑制（アセチルコリン
機能と関連）が統合失調症で減弱。

rTMS治療研究（うつ病） rTMS治療研究（耳鳴）

• 治療反応者では術前に上昇してい
たCg25野の血流が正常化した。

• 治療反応者では治療前後で前頭頭
頂部の血流が増加し、海馬と基底
核の血流が減少した。

• 聴覚野への頻度rTMS治療により
耳鳴の客観的音量が減少した。

• 治療前後で視床を中心とした皮
質下領域の血流が上昇し、皮質
興奮性が減弱した。

• うつ病群と躁うつ病群で前頭皮質領域
を連絡する脳梁の白質神経線維の微細
構造異常が認められた。

• うつ病群では脳梁白質の微細構造異常
と認知機能障害が関連した。

• 側頭葉てんかん患者で広
範な脳領域で白質神経線
維の微細構造異常が認め
られ、同異常は罹病期間
と関連した。

和歌山県立医科大学神経精神医学教室の「研究」
髙橋隼、鵜飼聡
和歌山県立医科大学医学部神経精神医学教室 Wakayama 

Medical University

経頭蓋磁気刺激（TMS）

精神疾患とオメガ３脂肪酸

• 統合失調症において血中オメガ3脂肪酸
濃度と神経認知機能が有意に相関した。

• メタアナリシスによって、摂食障害群
は健常者群と比較し、血漿中オメガ3 

脂肪酸が高値となり、血漿・赤血球膜
オメガ６脂肪酸が低値であった。

リワーク研究

神経画像

（国立がん研究センターの松岡豊氏とChina Medical UniversityのKuan-Pin Su

氏を中心とした台湾グループとの共同研究）

• プログラム介入前後12ヵ月におい
て、プログラム後の就労期間が有
意に⻑く、復職、復職後の再発予
防の点においてリワークプログラ
ムが有効であることが示唆された。

• T1/T2比画像の信号強度
はミエリン量を反映す
る。統合失調症では右
被殻の領域のT1/T2比が
有意に低かった。

和歌山県立医科大学医学部生理学第一教室との共同研究）

Yuji Ohoshi, Shun Takahashi, Shinichi Yamada, Takuya Ishida, Kumi

Tsuda, Tomikimi Tsuji, Masaki Terada, Kazuhiro Shinosaki, Satoshi Ukai

• 統合失調症群で側頭葉皮質を連絡
する脳梁の白質神経線維の微細構
造異常が認められ、同異常と遂行
機能障害が関連した。


